
中央アジア出土

『首榴厳三昧経」梵文写本残葉＊
インド省図書館の知られざるヘルン'し・コレクション

松田和信

【序】昨年の10月から11月にかけてロンドンの旧インド省図書館(IndiaO伍ce

LibraryandRecords,以下IOLと略，現在は大英図書館の一部門）を訪ね，スタイ

ン(M.A.Stein,1862-1943)とヘルンレ(A.F.R.Hoernle,1841-1918)が蒐集し
①

た中央アジア出土の梵語写本コレクションを調査する機会に恵まれた。スタイ

ンの三次に亙る中央アジア探検およびヘルンレが独自ルートで集めた中亜文献

については，ヘルンレが各国の研究者を動員して公刊した『東トルキスタン出
②

土仏教文献写本」の第’巻を始めとして，様々な写本が研究者の姐上に上った

が，その全体像となると今なお不明な点が多く，特に梵語文献については，

フランスのペリオやドイツ探検隊蒐集のコレクションに比べて，研究から取り

残された，いわば忘れられた存在となっている。スタイン．コレクションにつ
③

いては探検の公式報告書に写本目録が掲載されているが，ヘルンレ．コレクシ

ョンには目録もなく，今までに研究出版された写本はその十分の一にも満たな

い。我国の東洋文庫にはIOLのスタイン．ヘルンレ梵語写本コレクションが
④

マイクロフィルムで将来されている。しかし今回の調査で分かったことである

が，このマイクロフィルムはIOLのコレクションのすべてを収めているので

はなく，特にヘルンレ写本については，学界に未紹介の重要な写本がことごと

く漏れていた。一カ月に亙る調査期間中に，私はすべての写本を手にとって見

ることができた。その全体像については新たに発注した全写本のマイクロフィ

ルムが到着し次第，目録等を作成し，調査者としての任を果たしたいと考えて

いるが，とりあえず本稿ではコレクションの概略と現状を報告し，併せて私が

新たに証定し，私自身の手で写真に撮り，出版を許可された写本の中から「首
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梼厳三昧経」の断簡を紹介することにしたい。なおこれ以外に写真で持ち帰っ
⑤

た新たな写本のうち，大乗の『大般混喋経」の断簡33枚については私によって，
⑥

『法華経」の断簡6枚については徳島大学の戸田宏文教授によって別途に出版

準備中であるので，そちらを参照していただきたい。

1コレクション'の現状

【OMPBの写本】IOLのコレクションを説明する前に，大英図書館(British

Library)の東洋部(DepartmentofOrientalManuscriptsandPrintedBooks,以下

OMPBと略）にあるスタイン．コレクションに触れておきたい。スタインの中

央アジア探検が齋した敦埠文書を含む彪大な文献類は，漢文，ウイグル語ソ

グド語文献が大英博物館に，チベット語梵語，コータソ語クッチャ語（ト

カラ語B)文献がIOLに分散して収められたが(大英博物館のものは大英図書館の

独立後OMPBに移管),これはあくまで原則的なものであって，梵語文献もかな

りまとまった量がOMPBに保存されている。OMPBでは，スタイン梵語コ

レクションのうち，有名な「法華経」カシュガル本の片割れなどは独立した番

号(Or.9613)で登録されているが，それ以外の大部分の写本はOr.8212とい

う登録番号のものに含まれている。Or.8212は，例えば敦埠の漢文文献が一括

してOr､8210の番号で登録されているように，それ以外の様々 な言語で書か

れた雑多なスタイン中亜文献（ただし若干の漢文文献を含む）に一括して付けら

れた登録番号で，その内部はさらに細かい番号に分かれている。このうち1

番(Or.8212/1)から195番(Or.8212/195)までは,IOLのフィルムとは別に
⑦

東洋文庫にもマイクロフィルムが来ている。この中，1番から73番，103，

164，165，174番は梵語文献である。東洋文庫のフィルムは195番までである

が,Or.8212はそれに尽きるのではなく，私はOMPBでこれの1927番まで

見ることができた。このうち1361番から1927番は，ビニールケースに入れて

束ねられただけの未整理文献ではあるが，多くの梵語文献を含んでいる。スタ

インの原番号のない小さな断簡が多いが，中にはほぼ原形をとどめているもの

もある。これらについてはOMPBでもまだマイクロフィイルムは作成されて

いない。なおかつて平川彰博士が報告された大英博物館のスタイン写本とはこ
⑧

のOr.8212のことである。

スタイン梵語コレクションのうち，探検報告書所載の目録には出ているが，
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IOLのコレクションに見つからないものはOMPBのOr.8212の中にある

と言ってよいかもしれない。今までの我国の梵語写本の研究者はほとんどこの

事実に気づいていない。例えば,最近出版が開始された『梵文法華経写本集成』
⑨

にリストアップされているスタイン写本のうち，所在不明とされるKha-i-66,

Kha-i-74b,Kha-i-213,Kha-i-303b,F-xii-9などはこの中に含まれ，しかも73

番までにあるので，東洋文庫のマイクロフィイルムから見ることもできる。時

間的余裕がなく,OMPBでは十分に調査できなかったので，あまり断定的な

ことは言えないが，他の所在不明写本もOr.8212の未整理部分にあるように
⑩

思える。ただ195番までの文献についてはOMPBに謄写版刷りの目録があり，

如何なる文献が含まれるかは一目瞭然であるが，これ以外の未整理部分となる

と，実際に写本を見せてもらって確認せねばならない。

【IOLの写本】ではIOLのコレクションはどうか。IOLには○MPBの

Or.8212に含まれないスタイン写本，およびヘルンレ写本のすべてがある。現

在写本は45個の木箱，二つのダンポール箱，およびいくつかのペーパーホルダ

ーに収められている。木箱には数枚ないし数十枚のプレートを，一枚のプレー

トには一葉ないし十数葉の写本断簡を収める。ダンポール箱の写本は百数十枚

のビニールケースに入れて束ねられただけの写本を収めるが，これはすべてへ

ルンレ写本である。ペーパーホルダーにはプレートに入り切らない大きな写本

を収める。45個の木箱のうち,Boxl-13,Box15-22,Box35-40はコータン

語文献であるので，残り18箱のスタイン.ヘルンレ梵語写本の内容を簡単に示

せば次の通り。なお新たに発注した全写本のマイクロフィルムが未着の現時点

では，これは私の不確かなメモと記憶に基づくにすぎず，細部まで紹介できな

いことをお断わりしておきたい。

⑪

〔スタイン写本]Box.30,31,32,敦埠出土貝葉本『一万八千頌般若」Ch､0079a
⑫

Box.41,42,43,45,合計115枚のプレート(No.1-115)

〔ヘルンレ写本]Box.14,23,24,25,合計31枚のプレートに約200葉の断簡

Box､26,9枚のプレートに『般若経』の巨大な断簡と破片
⑬

Box.27,9枚のプレートに「般若経」と「法華経」の断簡

Box.28,9枚のプレートにヘルンレ既出版分断簡

Box.29,2枚のプレートに「法華経」カシュガル本4葉
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Box.33,34,プレート数不明，『般若経」の巨大な断簡と破片

Box.44,SH.No.の22枚のプし/－ト，内容未詳

スタイン写本はBox30-32,41-43,45,および若干のペーパーホルダーに

収められたものだけで，残りはヘルンレ写本である。ヘルンレ写本の方がはる

かに量的に多い。ヘルンレ写本のうちBox14,23-27,33-34,44,スタイン

写本のうちBox30,31,32の「一万八千頌般若』，およびBox45のプレー

トのうち88番から112番までの24枚は東洋文庫に将来されたマイクロフィルム

には写っていない。図書館の説明では，マイクロフィルム未収のスタイン写本

のプレートが作成されたのは数年前で，それまでその部分の写本は未整理文献

として仕舞い込まれたままになっていたとのことであるので，スタイン写本に

ついてはフィルム未収の理由も分かるが，ヘルンレ写本についてはプレートも

古く理解に苦しむ。ヘルンレ写本については，結局二つのダンポール箱，若

干のペーパーホルダー，および既出版の木箱(Box28-29)の写本しかマイクロ

フィルムに写っていなかったことになる。未収分の写本はそのごく一部を除い

て全く学界に紹介されておらず，しかもその中には数灸の重要な断簡が含ま
⑭

れている。私が発見した大乗の『大般浬藥経」の断簡のうちへルンレ写本に含

まれるもののほとんどはこの中から見い出された。また『法華経」の断簡も章

末の奥付けを含んだものであり，一目でそれと判る。無論これも今まで全く報

告されていない。東洋文庫のマイクロフィルムは，212フレームの写本が裏表

424コマのフィルムに収められ，そのうち，1から85,208から212フレーム

がスタイン写本で，これ以外はヘルンレ写本である。ただしヘルンレ写本部分

にはコータン語文献も沢山紛れ込んでいる。このフィルムが作成されたのは

1950年で，その当時，写本はまだプレートに入れられていなかった。フィルム

は白い紙の上に並ぺた写本を直接撮影している。1フレームには多いもので十

数葉の写本断簡が写っている。現在のIOLでは，スタイン写本はほぼフィル

ムのフレームの順序でプレートに収められている。ヘルンレ写本については，

紛れ込んだコータン語文献は分離されてコータン語の木箱に，梵語文献は，既

出版分がプレートに入れてBox28,29に収められ，他はまだダンポール箱

に入れられたままである。マイクロフィルム未収分のヘルンレ写本のプレート

は見るからに古いもので，フィルム作成当時はすでにそれがあったはずである
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が，何故フィルムに写っていないのか分からない。フィルム撮影時には，これ

らの木箱のプレートはまとめてだれかに貸し出されていたのであろうか。IO

Lでは，マイクロフィルムの原フィルムはすでに廃棄され，今は当時の事情を

知る人もいない。

スタイン・ヘルンレ両コレクションの写本群の内容を概観するのは難しいが，

一言でいえば，スタイン写本は西域南道のコータン近辺で蒐集された大乗経典

が主で，ヘルンレ写本は西域南道の大乗経典および天山南路のトルファン近辺

で蒐集された阿含・律が半々といったところであろうか。ダンポール箱の中の

ヘルンレ写本は多くのトルファン写本を含むが，ごく一部を除いてまだ誰も研

究していない。IOLにはコレクションについての目録もカードもないので，

来館者が個々の必要とする写本断簡を請求しても，それがどの箱のどのプレー

トにあるかの検索は困難である。それはIOLに働く人にとっても同じである。

コレクションを順番に言てゆくより外はないのである。現在，博物館の北に大

英図書館の新たな本部建物を建築中で，それが完成する1992年にはIOLもO

MPBもその中に移るとのことである。現在でも機構上は大英図書館の一部門

にすぎないIOLがどうなるか，その名前さえもなくなって完全に大英図書館

に吸収されてしまうのかどうか，まだ結論は出ていないとのことであった。た

だそれまでは貴重なコレクションが現状のまま放置されることだけは確かなよ

うである。

2「首傍厳三昧経」断簡

【文献と研究】『首拐厳三昧経」が中国に伝えられたのはかなり早く，二世紀

末には支婁迦識によって訳され，その後五世紀初頭の鳩摩羅什に至るまで十度

にわたって訳されたといわれるが，現存するのは鳩摩羅什訳（大正No.642)の

みである。チベット語訳（北京版No.800,デルケ版No.132)はSakyaprabha

とRatnaraksitaの手になるもので，『デンカルマ目録」に掲載されているので

(｢ラルー目録』No.111),九世紀初頭には訳されていたはずである。またコータ

ン語訳写本のかなりまとまった断簡があるが，梵文原典は散逸し,Santideva
⑮

のs齢s"sα”〃“”αに二度引用される以外には，中央アジア出土の一枚の写本

の断片が知られるだけである。『首榴厳三昧経』は何度も漢訳され，初期大乗

経典の一つとして注目すべきものであるが，中国や我国では教義研究上重要視
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されず，本経に対する近代的研究もラモート博士の鳩摩羅什訳に対する翻訳研
⑯

究(1965)まで待たねばならなかった。その後,本経は1970年にR.E.Emmerick
⑰

によってコータン語訳テキストの校訂と研究が発表され，同年にBhikkhu
⑱

PasadikAによってチベット語訳から英訳され,1974年には関西大学の丹治昭
⑲

義教授によってチベット語訳から和訳されている。現在では我為は本経につい

て，梵文原典を別にして十分な知識を持っているといえるであろう。

【梵文写本］現在一般に知られている梵文写本の唯一の断簡はIOLのヘルン

レ写本中に含まれるもので,F.W.Thomasによってヘルンレの前掲耆中にチ
⑳

ベット語訳とともに発表されている。この一枚はヘルンレによって,No.147.

S､B.87の番号が打たれ，現在はヘルンレ写本を収めるBox28のPlateNo.8

に保存されている。トーマスは写本の片面の写真しか付していないが，上述の

ようにBox28の写本であるので,東洋文庫に来ているマイクロフィルムから両

面とも見ることができる（コマNo.261-262)。しかし本経の断簡はこれですべて

ではない。まずOMPBのスタイン写本Or:8212の15番(スタイン番号Kha-i-96),

33番（同Kha-i-303b),67番(同Kha-i=213)は本経の断簡である。これは別に私

が見つけたわけではない。すでにスタインの探検報告書所載の目録に出ている

のである。ただ目録ではこれらの断簡が「首拐厳三昧経」であるとするだけで，

漢訳あるいはチベット語訳の対応箇所が示されているわけではない。恐らく写

本に現われるSdrangamasamadhiの語,および対告衆の菩薩名Drdhamatiに

よって判断しただけであろうが，今に至るまでこの指摘が忘れ去られていたの

は何とも残念である。一方,IOLのスタイン写本にも本経は存する。Kha-i-

200がそれで，スタイン写本Box43のPlateNo.64に収められている。これも

Box43の写本であるので東洋文庫のマイクロフィルムに含まれる（コマNo．

130-131)。この断簡はラモート博士の分節で§115-119に対応するが，これが

本経であることは目録は指摘せず，私が見い出したものである。またこれらの

断簡は，いずれも西域南道のコータンの東，ドモコ・オアシス近くの写本の宝

庫カーダリック(Khadarik,KhadarikorKhadariq)の遺跡から出土したもので，

写経生は異なるが，いずれも正形グプタ文字(UprightGuptaBrahmi,Sander女
⑳

史の呼名ではEarlyTurkestanBrahmItypeb)で貝葉形用紙に墨で書かれてい

る。このうち,Or.8212に含まれるものはいずれも同一写本の一部であるが，

(39）76



トーマスの発表したものとKha-i-200はそれぞれ別な写本に属する。従って

三種の写本の残欠が同じ遺跡から取り出されたわけである。ただこれらの未出

版の断簡はいずれも小さなもので,紙幅の都合もあり，本稿では取り上げない。

関心のある方は是非東洋文庫のマイクロフィルムを取り寄せて読んでいただき

たい、

【新断簡】しかしまだマイクロフィルム未収の数多くの写本がある。私はその

中にも本経の断簡を見い出した。それがここで取り上げる断簡である。これは

IOLのヘルンレ。コレクションのマイクロフィルム未収写本に含まれる二つ

の断簡で,143.S.B､103および143.S.C.65という番号が付けられ,Box23

のPlateNo.13およびBox24のPlateNo､21の中に保存されている。二

つの断簡ではあるが，読んでみると二つは接続し，同一葉が破れたものである

ことが分かる。前者は一葉の右半分，後者は残された左半分のさらに右半分に

相当する。従って左四分の一は失われたままである。写本の綴じ穴は左四分の

一の所にあると思われるが,143.S.C.65の左端にその一部が残っている。一

葉の四分の三が回収されるわけである。残された部分から推定すれば，一葉の

サイズは約10cm×31cm程度である。本稿末尾に写本の写真を付しておいたの

で参照していただきたいが，貝葉形用紙に片面八行づっ書かれている。文字は

他の写本と同じく正形グプタであるが，別な写本である。つまり第四の写本で

ある。なお，この断簡もカーダリックの遺跡から出たものである。この一葉は

表面が砂と水で洗われ，消えかかった文字も多く解読は困難を極めるが，とに

かく以下に二つの断簡を接合してローマ字転写し，併せて対応するチベット語

訳と漢訳を示そう。

用いた記号：＋失われた文字［］破損した文字（）復元した文字・・判読不能

文字*Virama///ここで写本が破れていることを示す○綴じ穴(1)sic

Recto

1.///(la)[bdha]dasanamcadevaPutrasahasranamanulomikadharma-

kSantipratilabho'bhnSit*athabhagavEImtamirddhabhisamska-

2.///･･caIsim]h[a]sanama｡･｡･･・．.'siekamcaivatathagato(1)

sarvbaparigampaSyatiOtatrakhalubhagavamdrdhama-

3.///(dr)dhamalte]samadhimna[pra](thamabhn)misthitobodhisatva
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pratilabhatinadvitiyabhnmisthitonatr-

4.///onaSaSthanasaptama[na](a5tama)[nanavamalbhnmisthito

bodhisatvam(1)StirangamasamadhimpratilabhatidaSabhn-

5.///O[tvo]SUrangamasamadhimpraltila](bhati)..｡．[drdha]mate

katarnasa白面rangamam(1)samadhi//yadidamakaSadha-

6.///++++[ci]ttavyavalokana[pra](tyakSa)ta(indri)[yalparavara-

[jfia]jfianam*sthanasthanavyavalokanapratyakSata・sarvba-

7.///+++(na)[naldhimu[ktipra]ve[Sa-a](sampramoSam*)nangldha-1

(tu-an)[ekadha](tu)pratyakSatZipadmaghoSasamadhivikkridanata

8．///++++sarvbasamaidhisa](mapatti-)[a]。..･..ta(sarvbatra)

[ga](min)1[pra]tipada[vya]valokana[taanava]ralna-]

Verso

1.///++++(ca)kSupaSyanata.a(6ravakSa)yaprahana．.cekantiya(1)

praptijrianam*rnparnpa[sama](tapra)[veSajfia-]

2.///++++[pra]tiSrukaruda(1)gho[SasamatasarvbaSa]bdha(1)prav-

[e]SapnrvbantaghoSasamata.svara。．。･dharani(1)a[nupravle-

3.///++++nataya[thapiccara(1)dha](rma)deSanatakalakalavya-

valokanataindriyaparivarttaj"[nam*]

4．///O[ta]koti-a[nu]praveSam*sa[tva]pragrahanigrahakoSalyajfia-

nam*sarvbaparamita(1)pariptiriaka[lpita-i-]

5.///okalpaparikalpasamudga(ma)namasamprabhedadharmadhatu-

sa[matallapra[veSa]jnanam*sarvbatatha(ga)talpa-]

6．///[sa]rvbatathagatadharmadeSanadhg,rana-[a]samPramoSam*

pratibha[so]pamakaya[salrvbalokadhatuvikurvba[na]ta

7．／/／・・・ijfiajfignam*triratana(1)vam[Sa]｡･dharanataaparantakoti-

gataka[1Pa]sannaha-[aParilkhedatasarvbopapaty.．．．、

8.///+sarvbopapattiyathakryadarSanajnanam*sarvbasatvaparipaca-

nakauSalyatasarvbasatvaparijanana[kau]Sa-

[P.ed.ThU283b7-284b8,D.ed.Da260a4－261a31:19･･･debzhin

gshegspalabltababstanpa'dibshadpana/tshangspamnyampa
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nyidlagnaspaschoslarjessu'thunpa'ibzodpathobbo//lha'ibu

khriskyangchoslarjessu'thunpa'ibzodpathobpargyurto//:20

denasbcomldan'daskvisde'draba'irdzu'phrulbsdusnasdebzhin
ご 坐

gshegsPa'iskudedagthamscadmisnangbarbyaspadang/'khorde

dagthamScadkyiSdebzhingshegspagcigbumthongngo//:21de

nasbcomldan'daskyisbyangchubsemsdpa'blogrosbrtanpalabka'

scalpa//blogrosbrtanpadpa'bar'groba'itingnge'dzinnibyang

chubsemsdpa'sadangpolagnaspasmi'thob/sagnyispalagnas

pasmayin/sagsumpalagnaspasmayin/sabzhipalagnaspas

mayin/salngapalagnaspaSmayin/sadrugpalagnaspasma

yin/sabdunPalagnasmayin/sabrgyadPalagnaspasmayin/byang

chubsemsdpa'dgupalagnaspasmi'thobkyi/blogrosbrtanpadpa'

bar'groba'itingnge'dzinnibyangchubsemsdpa'sabcupalagnas

pas'thobbo//blogrosbrtanpa(D.dela)dpa'bar'groba'itingnge

gangzhesna/'diltaste/(1)nammkha'ikhamsbzhindusemsbskyed

pashinduyongssusbyangbabyaspadang/(2)semscanthamscad

kyisemslartogpamngonsumdugyurpadang/(3)spmscanthams

cadkyidbangpomchogdang/mchogmayinpashespadang/(4)gnas

danggnasmayinpalarnamparltabamngonsumdugyurpadang

/(5)lasrnampar'byedpathamscadlalaskyirnamparsminpa

la'jigpashespadang/(6)mospasnatshogsla'jigpamibrjedpa

dang/(7)khamssnatshogsdang/khamsdumadagmngonsumdu

gyurpadang/(8)tshangspa'idbyangsdang/tingnge'dzingyisrnam

parrtsebadang/rdorjeltabu'itingnge'dzinmthongzhingshespa

dang/tingnge'dzindang/snyomspar'jugpathamscadgcigtugyur

padang/(9)thamscaddu$groba'ilamshespasrnamparltabadang

/(10)sngongyi(P.mngongyi)gnasrjessudranpa'ishespalasgrib

pamedpadang/(11)lha'imigthogspamedpasmthongbadang/

(12)zagpazadparbyabadang/spangbarbyaba'iphyirdusgcigtu

'thobpashespadang/(13)gzugsdanggzugsmedpa'imnyampanyid

la'jugpashespadang/(14)gzugsthamscadstoncingrnampar'phrul
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basrnamparrtsebadang/(15)sgraskradthamscadbragcha'i(D.

bragca'i)sgradangmnyampadang/dbyangskyiyanlagrnampar

dagpadang/(16)gzungs(P.gzugs)la'jugpa(P.par)shespadang

/(17)semscan(P・bdagsemscan)thamscadlegsparbshedpastshim

parbyedpadang/(18)sosocirigsparchos'chadpadang/(19)dus

dangdusmayinpalarnamparltabadang/(20)dbangpo'gyurba

shespadang/(21)choJchadpadonmedpamayinpadang/(22)yang

dagpa'imtha'1a'jugpashespadang/(23)semscanthamscadrab

tugzungbadang/tshargcadpalamkhaspashespadang/(24)pha

roltuphyinpathamscadyongssurdsogspadang/(25)spyodlamla

mabrtagspadang/(26)rtogpadang/rnamparrtogpadang/yongs

surtogpathamscadyangdagparbcompadang/(27)choskyidbyings

thamidadpamnyampa'ingosla'jugpashespadang/(28)debzhin

gshegspathamscadkyizhabskyidrungduskadciggislusstonpa

dang/(29)debzhingshegspathamscadkyischosbshadpa'dzincing

mibrjedpadang/(30)migyorltabu'ilus'jigrtengyikhamsthams

caddurnampar'phrulbadang/(31)thegsthamscadkyingespar

'byungbastonpalamkhaspadang/thegpachenpolaminyamspa

dang/dkonmchoggsumgyirigs'dzinpadang/(32)phyima'imtha'i

murthugpa'i(P.thugspa'i)bskalpargochasrazhingyongssumi

skyobadang/(33)skyeba'ignasthamscadcirigsparbyedpaston

padang/(34)semscanthamscadyongssusminparbyabashespa
T 可司 勺 ノ

lamKnaspadang/

〔大正，巻15,631al5－bl4]:19……説是法時。等行梵王及万梵天於諸法中

得柔順忍。§20爾時如来還摂神力。諸仏及座皆不復現。 一切衆会唯見一仏。

§21爾時仏告露意菩薩。首拐厳三昧非初地二地三地四地五地六地七地八地九地

菩薩之所能得。唯有住在十地菩薩乃能得是首湧厳三昧。何等是首携厳三昧。謂

修治心猶如虚空(一)。観察現在衆生諸心(二)。分別衆生諸根利鈍(三)。決定了

知衆生因果(四)。於諸業中知無業報(五)。入種種楽欲人已不忘(六)。現知無量

種種諸性(七)。常能遊戯華音三味。能示衆生金剛心三昧。 一切禅定自在随意

(八)。普観一切所至所道(九)。於宿命智得無所凝(十)。天眼無障(十一)。得漏

(“）72



尽智非時不証(十二)。於色無色得等入智(十三)。於一切色示現遊戯(十四)。知

諸音声猶如響相(十五)。順入念慧(十六)。能以善言悦可衆生(十七)。随応説法

(十八)。知時非時(十九)。能転諸根(二十)。説法不虚(二十一)。順入真際(二

十二)。善能摂伏衆生乃類(二十三)。悉能具足諸波羅蜜(二十四)。威儀進止未

曾有異(二十五)。破諸憶想虚妄分別(二十六)。不壊法性尽其辺際(二十七)。一時

現身住一切仏所(二十八)。能持一切仏所説法(二十九)。普於一切諸世間中自在

変身猶如影現(三十)。善説諸乗度脱衆生常能護持三宝不絶(三十一)。発大荘厳

尽未来際而心未曾有疲倦想（三十二ﾉ。普於一切諸所生処常能現身随時不絶（三

十三ﾉ。於諸生処示有所作(三十四)。善能成就一切衆生(三十五)。善能識知一

切衆生(三十六)。

この箇所はラモート博士の分節で§19の最後から§21の中ほどまでに相当

する。これに重なりあう別な梵文断簡，コータン語訳断簡，他文献の引用は知

られていない。§21には首梧厳三昧が羅什訳で百項目にわたって定義されてい

る。羅什訳は割注で百項目の番号を付す。上記チベット語訳に挿入した番号は

私が付したものである。丹治昭義教授が指摘するように，チベット語訳はその
⑫

内容も数も羅什訳と異なる部分がある。この断簡は羅什訳百項目の第三十六項

目までである。左四分の一が失われ，一葉に含まれる文章すべては知りえない

が，解読出来た範囲で語形と内容の問題点を指摘しておきたい。

【語形】サンディは不規則な点が多く，母音結合はコンパウンド内部でもしば

しば分離して書かれている。中央アジア写本に一般的な語形,sarvba→sarva

(r.2,6,8,v、2,4,5,6,7,8),pnrvba→pdrva(v.2)とともに,irddha→rddhi

(r.1)という特殊な語形も見られる。anupraveSa(v.4),asampramoSa(v.6)は

中性で用いられている。(sic)を入れた語は写経生の誤写と思われるが,[Pra]-

tiSrukaruda(v.2),ya{thapiccara](v.3)はどう訂正したらよいであろうか，

またbodhisatva(r.3),samadhi(r.5)Sa5tha(r.4)等もBuddhiStHybrid

としてそのままで主格を意味するのかどうか，現時点では判断を保留せざるを

えない。

【内容】この断簡を羅什訳，チベット語訳と比較してみよう。

（1）羅什訳第8項目の「華音」に対応するチベット語訳はtshangspa'i

dbyangs(*brahmaghoSa)であるが,この断簡ではpadmaghoSa(r.7)とあり，
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羅什訳に一致する。

（2）羅什訳34，35，36項目のうち，「於諸生処示有所作例」にあたる項目は

チベット語訳になく，チベット語訳は第34項目として羅什訳「善能成就一切衆

生“」「善能識知一切衆生⑮」の2項目を併せたような「一切衆生を成熟する

ことを知るに巧みである」という1項目があるだけである。ところがこの断簡

のv.8には64)sarvbopapattiyathakryadar6anajfianam,6jsarvbasatvapa-

ripacanakauSalyata,63sarvbasatvaparijanana[kau]Sa(lyata)という羅什

訳3項目に相当する語がある。

(3):20の羅什訳の一文「諸仏及座皆不復現」に対して，チベット語訳は

「それらすべての如来の身体は消え去り」とある。これは仏陀が神通力を元に

戻して，無数の獅子座の上に神変で作り出された無数の如来が消え去ったこと

を意味する。この部分，断簡では摩滅が激しくかすかに{simlh[a]sana(r.2,

獅子座）という語が読み取れるだけである。しかしここがチベット語訳のよう

な文章であったとは思えない。恐らく羅什訳の中の「座」は原文にsimhasana

とあったのであろう。

（4）§21の冒頭，初地から九地の菩薩は首梼厳三昧を得ることができず，た

だ十地の菩薩だけがそれを得ることを説く文章も，羅什訳と梵文断簡に対し，

チベット語訳だけは，初地から九地すべてに-bhumisthitaという語がついて

いる。

以上四点だけであるが，こうやって見てゆくと，この梵文断簡は羅什訳とチ

ベット語訳の相違する部分ではことごとく羅什訳の方に一致していることが分

かる。(1)で指摘したPadmaghoSaについて，ラモート訳は全体としては羅什

訳に基づくにもかかわらず，この語だけはチベット語訳を取っている(P,133)。

恐らくbrahmaghoSaの方が本来の語形で，西域で書写を重ねているうちに

padmaghoSaというvariantを生んだのであろうが，それが羅什訳に一致す

ることは，この写本の性格を考える上で注意すべきである。『首枅厳三昧経」

は十回も漢訳され，写本もネパール系の伝世本は知られないが，西域出土本が
⑳

四組確認されるに至った。出土写本の年代は不明ではあるが，西域から中国に

かけて多いにはやった初期大乗経典の一つと言えよう。

【結び】西域南道カーダリックの遺跡から取り出されたわずか一葉の零塁は，

それが書写され仏教が栄えた古代シルクロードへ私を誘う。しかし今世紀初頭
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に偉大な探検家たちによって齋されながら未解読のまま人知れず眠る写本は多

い。一体それに何が隠されているのか，我々のすべきことはまだまだ残されて

いるのである。

（1987年9月7日）

①調査の事情については，拙稿「ロンドン・インド省図書館の一室から－スタイ

ン・ヘルンレ中亜梵語写本を調査して－」（『大谷大学真宗綜合研究所研究所報」

No.16,1987-3,PP.13-15),および「東洋文庫チベット特別調査研究年次報告」(昭

和61年度)pp.1-4参照。

②Hoernleed.,IWMT,Jscγ妙メRc蜘岬'zsQ/B"""s#L"βγ況如γefo""""Eczs/87'"

T”'舵sjα",vol.1(Oxford,1916).ヘルンレはvol､2の出版に着手しながら亡くな

ったが，その原稿が他のヘルンレのノートとともにIOLに保存されている。整理

番号Mss.EUR.D.723.これを見るとヘルンレは""A""c"オ〃8"""MS/ｸ'O脚

E"sj""T〃んes""というタイトルでラヴィグプタの医学害S""〃as"γαの敦煙出

土コータン語訳写本Ch.ii.003を出版する予定であった。

③第1次探検（1900-1901）については47z"""K"o"70(OxfOrd,1907)vOl.I,

”.288-303,438-442,第2次探検(1906-1908)についてはS""""(Oxford,1921)

vol.111,pp、1432-1459,第3次探検(1913-1916)については恥純βγ〃os#z4s"

(OxfOrd,1928)vol.I,PP.1017-1031参照。

④東洋文庫マイクロフォルム『旧印度省図書館蔵梵文断片』(V-5-E-5)

⑤東洋文庫より1988年3月出版予定「インド省図書館所蔵中央アジア出土大乗浬藥

経梵文断簡集」(S"鋺aT約e"",No.14)。なお，拙稿i@NewSanskritFrag-

mentsoftheMahayanaMahaparinirv"asntraintheStein/HoernleCollec-

tion:APrelimina]ryReport''T〃βEasj""B淵迩ﾙis#,Vol.20,No．2（Autumn

1987)pp.105-114にも簡単な報告を述べた。33枚の断簡は三種の写本に分かれ，

15葉を構成する。この中には同経のレニングラード写本6葉の欠落部分を補う3枚

も含まれる。

⑥どこに発表されるかはまだお聞きしていないが，この6枚はヘルンレ写本の東洋

文庫マイクロフォルム未収写本の中に見い出されたもの。

⑦東洋文庫マイクロフイルム「大英博物館蔵中亜文献』(V-5-E-6)

③平川彰「ヨーロッパの中央アジア仏教写本」（『印度学仏教学研究』10-1,S、37)

PP.319-320参照。なお博士が「サンスクリットの般若経七十四種」(P.319下）

と述べるのは正しくない。「般若経を含む七十四種（正確には七十三種)」と言うべ

きである。これはOr.8212/1-73のことである。1専士はIOLの写本のマイクロフ

ィルムを東京大学の印度哲学研究室に将来したと言うが(p.320下),斎藤明氏に探

していただいたところ，現在も確かに研究室にあるとのことであった。これは東洋

文庫にあるものと同一フィルムである。

⑨塚本啓祥他「梵文法華経写本集成一ローマ字本・索引一」第1巻（梵文法華
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経研究会,1986)Pp.(16)-(20),塚本「梵文法華経の研究」（『法華文化研究」No．
13,1987)pp.53-58

⑩Pγβ"沈如αγjﾉLisjqfM"'zz4scγゆjs"L""9'"gesQfce"ｵγaJ4s”α""ScM"s月γjオ
ノγo肌＃〃BCo"""o"sM"86yS"JW.』"γcJS"",R.C.Z.E.この目録の複写に
際し,OMPBのブラウン女史の手を煩わせた。

⑪これについてはE.Conzeの調査報告がある。{#PreliminaryNoteonaPrajm-
paramita-Manuscript''JozO''fz"Q/jheRoj/""s""cSo""Jﾉ,1950,PP.32-36.こ
の写本はギルギット写本の丸形グプタ文字と全く同一文字で書かれた貝葉本である。

⑫No.113-115の3枚は他のスタイン写本のプレートから『大乗浬藥経』の断簡だ
け取り出し，新たに私によって調査期間中に作成されたもの。

⑬この中の「法華経」のプレート6枚は，湯山明博士がフィルムで将来し，戸田宏
文教授によって発表された断簡の原本であると思われる。戸田「梵文法華経写本研
究ノート」（｢印度学仏教学研究』27-2,S.54)pp.926-921.

⑭この中の写本で既発表のものは，私の知る限り久野芳隆|専士による『迦葉品」の
断簡だけである。「西域出土仏教梵本とその聖典史論上の地位(上)」（｢仏教研究』

第2巻3号,S.13)PP.71-110.博士はこの断簡をF.W.Thomasから見せてもら
ったと言う。これは偶を含まない『迦葉品」の古形を伝える重要写本であるが，博

士はfolionumberを文字に読み誤るという単純ミスを犯している。この断簡には

三桁のfolionumberがあり，『迦葉品』の単独写本の一部であったとは思われな
L，
、O

⑮C.Bendalled.,C"s〃〃sα沈況"""(B釣"oｵﾙ""BI"""c"I)pp.8,91.

⑯白.Lamotte,Z,"Co""”γ"io"cIgj"JI""'cﾙeH"079z4e(s呪γ劇糀g"""s""cz-

(Mis況ﾒγα),M"α"gesC""oise#Bo""ﾙ呵例es,XIII(Bruxelles,1965).桜部建博

士の書評があるので参照していただきたい。（『仏教学セミナー』第13号，1971）

pp.74-80.

⑰R.E.Emmerick,T"eK"o＃α呪eseSW,"g""'"""""s"''"(Oxford,1970).同

じ写本をH,W,Baileyも出版している。Kho""eseB"""〃jsjTe"s-ReWsefZ

E""jo"(Cambridge,1981)pp.1-7.

⑬BhikkhuPasadika,5"""糀asα郷"""S"γ“(TheBiharResearchSociety,
Patna,1970).

⑲「大乗仏典（維摩経／首拐厳三味経)』（中央公論社，1974）所収。

⑳F.W.Thomas,((MiscellaneousFragments'',Hoernle,o'.c".,pp.125-132.

④L.Sander,<!BrahmIScriptsontheEasternSilkRoadJ',S""g"zz"'

1"(ZoJogjg"fzdIγα畑s",Heftll/12(1986)pp.159-192.

⑳丹治前掲和訳p.396,n.45参照。

⑳コータン語訳写本もカーダリックの遺跡から出たものである。

＊本稿は昭和61年度文部省科学研究費補助金「海外学術調査」による研究成果の一

部である。

(¥7）68



○
甘
の
国
師
臼
・
画
・
の
蒟
守
［

○
ｍ
５
戸
ｍ
臼
・
ぬ
；
・
の
鋪
寺
『

〔
担
○
①
岸
閂
、
や
。
。
・
の
雨
守
［

○
日
の
戸
岬
④
．
。
画
・
等
［

67“8）

リポジトリ非公開 リポジトリ非公開




